生活衛生豆知識№17

感染症と食中毒との関係
ノロウイルスの集団発生では、同じ病因物質なのに、この事件は感染症、あの事件は食中毒と区別されています。そこで、感染症と食中毒との関係を簡単にまとめました。
感染症と食中毒の関係図



①

　　　　　　　　　　　　　　感　　染　　症


感　染　症

　空気感染、飛沫感染、接触感染、経口感染、経皮感染、血液感染などがあります。

　空気感染は長時間空中に漂う病原物質で感染。肺結核、麻疹、レジオネラ症、ノロウイルス感染症など。

　飛沫感染は咳、くしゃみ、会話などで感染。咽頭結膜熱、風疹、溶血性連鎖球菌感染症など。

　接触感染は感染者の病原巣などに直接接触することで感染。疥癬、緑膿菌感染症など。

　経口感染は病原体に汚染された食品を飲食することで感染。多くが食中毒として扱われます。
　経皮感染は刺し傷や咬み傷などで皮膚を通して感染。マラリア、日本脳炎、破傷風、ツツガムシ病、狂犬病など。

　血液感染は血液の輸血などによって感染。B型肝炎、C型肝炎など。変異型クロツフェルト・ヤコブ病も輸血で感染すると言われています。

　上の図ですと、経口感染のみが②で、あとは①になります。

食　中　毒

「飲食（飲み水も含む）に起因する急性の疾病」で、感染症の一部である「経口感染」（図の②）の患者が、食中毒全体の９５％以上を占めます。

このほかに、動物性自然毒（貝毒、ふぐ毒など）、植物性自然毒（きのこ毒、トリカブトなど）、化学物質（洗剤など）、金属（銅など）による急性の疾病で、図の③にあたります。しかし、化学物質でも「医薬品、医薬部外品など」によるものは除かれます。

　＊　同じノロウイルス感染症でも、乳幼児施設での嘔吐物の不適切な処理によっての空気感染の場合は感染症として扱われ、食品汚染による経口感染ならば食中毒として扱われます。同様なことは溶血性連鎖球菌感染症でも、飛沫感染ならば感染症として扱われ、飲食物が関係すれば食中毒として扱われます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2006. 3.27　　K.Oikawa
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